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「三芳小運動会」
　5月17日に三芳小学校の運動
会が行われました。
　応援合戦では、子どもたちの勇
ましい声が、校庭いっぱいに響き
渡りました。

副市長、教育長、各委員が
決まりました
臨時福祉給付金、子育て世帯
臨時特例給付金

施設健診を利用しましょう
児童手当制度
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議会選出委員

青木　正孝

　

市
議
会
の
第
１
回
臨
時
会
で
副
市
長
、
教
育
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
、
監
査
委
員
の
各

人
事
案
件
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
議
会
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
副
市

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

は
、
本
市
に
お
い
て
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
制
施
行
か
ら
８
年
が
経
過
し
、

町
村
合
併
の
特
典
と
さ
れ
た
財
政
支
援
措
置

の
終
期
も
間
近
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
数
々
の
課
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
、

行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
産
業
振
興
や

地
域
活
性
化
、
市
民
福
祉
充
実
の
た
め
に
財

源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
を
効
率
よ
く
配
分
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、私
は
、「
楽
し
い
」
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

実
力
、
実
績
と
も
に
不
足
な
点
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
石
井
裕
市
長
を
補
佐
し
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
生
活
の
安
寧
、
幸
福
と
本
市
の

持
続
、
活
力
の
確
保
に
微
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
５
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
教
育
長
に
再
度

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
事
務
局

の
責
任
者
と
し
て
の
重
責
を
新
た
な
思
い
で

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分

の
可
能
性
や
能
力
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
房
総
市
は
、
65
歳
以
上
が
お
よ
そ
４
割

の
超
高
齢
社
会
で
す
。
高
齢
で
あ
る
こ
と
は

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
豊
富
な
人
生
経
験
と
多

様
な
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
多
く
の
プ
ラ
ス

面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
南
房
総
市
の
宝
を
生

か
せ
る
生
涯
学
習
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
の
中
、
少
な
い
子
ど
も
た

ち
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
施
策
や
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
経
験
を
い
た
だ

き
、
教
育
委
員
会
の
役
割
を
は
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ご
理
解
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副市長

嶋田　守

教育長

三幣　貞夫

委員長

小宮　忠

委員長

白川　正一
委　員

榎本　玲子

代表監査委員

穂積　利夫
委員長職務代理者

岡﨑　俊明

委員長代理

吉本　晃
委　員

栗林　忠志

補
充
員　

安
西　

和
男
／
早
川　

文
枝

　
　
　
　

栗
山　

俊
郎
／
岡
崎　

好
夫

教
育
委
員
紹
介　
　
（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
紹
介　
　
（
敬
称
略
）

監
査
委
員
紹
介　
　
（
敬
称
略
）

副
市
長
、
教
育
長
、
各
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

就
任
あ
い
さ
つ　
　
　
（
敬
称
略
）
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属
性
だ
け
を
調
査
し
ま
す
。

※ 

経
済
セ
ン
サ
ス
の「
セ
ン
サ
ス
」と
は
、「
全

数
調
査
」の
訳
語
で
す
べ
て
の
対
象
を
漏

れ
な
く
調
査
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

情
報
推
進
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
３

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
工
業
統
計
調

査
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
調
査
員
と
し
て

相
手
の
立
場
を
よ
く
理
解
し
た
誠
実
な
対
応

で
従
事
し
、
現
在
も
調
査
員
と
し
て
活
躍
中

で
す
。
調
査
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の

重
要
性
を
深
く
認
識
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
、
本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

情
報
推
進
課　

☎
33
―
１
０
０
３

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員（

順
不
同
・
敬
称
略
）

富
浦
地
区

　

 

川
名
洋
充（
南
無
谷
）／
川
名
和
彦（
豊
岡
）

／
吉
川　

進（
原
岡
）

富
山
地
区

　

 

川
名
初
夫（
山
田
）
／
佐
藤
末
富（
市
部
）

／
新
藤
幸
太
郎（
高
崎
）

三
芳
地
区

　

 
古
宮　

洋（
山
名
）
／
中
村
和
夫（
上
堀
）

／
川
崎
利
夫（
府
中
）

白
浜
地
区

　

 

宇
山
久
男（
小
戸
）
／
林　

達
昭（
川
下
）

／
林　

哲（
砂
取
）

千
倉
地
区

　

 

早
川
秀
夫（
寺
庭
）／
加
藤
喜
代
志（
大
貫
）

／
鈴
木
竹
男（
川
口
）／
竹
原
恒
夫（
白
子
）

／
山
本
初
治（
平
磯
）

丸
山
地
区

　

 

平
井
良
明（
石
神
）／
錦
織
英
光（
安
馬
谷
）

／
和
田
芳
男（
岩
糸
）

和
田
地
区

　

 

渡
邊
秀
樹（
小
川
）／
佐
久
間
浩
二（
海
発
）

／
釼
持
栄
吉（
柴
）

　

総
務
課　

☎
33
―
１
０
２
１

　

総
務
省
統
計
局
と
経
済
産
業
省
で
は
、
７

月
１
日
現
在
で「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ

ス
ー
基
礎
調
査
」と「
商
業
統
計
調
査
」を
一

体
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
の
内
容
や
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・

企
業
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
各
種
法
令
に
基
づ
く
地
方

消
費
税
の
清
算
・
交
付
。
経
済
、
環
境
、
雇

用
、
中
小
企
業
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
の
国

の
行
政
施
策
。
地
下
鉄
や
バ
ス
路
線
の
整
備

や
防
災
対
策
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
各

種
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が「
調
査
員
証
」を
携

行
し
て
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

調
査
項
目

　

事
業
所
名
称
、
電
話
番
号
、
所
在
地
、
従

業
者
数
、
事
業
の
種
類
・
業
態
、
開
設
時

期
、
経
営
組
織
な
ど
、
事
業
所
の
基
本
的
な

  「
日
本
経
済
の『
い
ま
』を
知
ら
な

い
と
未
来
は
み
え
ま
せ
ん
。

　

 

あ
な
た
の
回
答
が
、
日
本
経
済
の

力
に
な
る
！
」

  

平
成
26
年
春
の
褒
章（
藍
綬
褒
章
）

　

５
月
14
日（
水
）に
開
か
れ
た
第
１
回
行
政

連
絡
協
議
会
で
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会

長
に
早
川
秀
夫
さ
ん
、
副
会
長
に
川
名
初
夫

さ
ん
、
会
計
に
宇
山
久
男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
行
政
区
へ
の
運
営
交

付
金
の
交
付
、
行
政
区
か
ら
の
要
望
書
の
受

付
、
行
政
区
役
員
へ
の
感
謝
状
の
交
付
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

行
政
連
絡
協
議
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

経済センサスキャラクター

会　長
早川秀夫

千倉地区（寺庭）

副会長
川名初夫

富山地区 ( 山田 )

会　計
宇山久男

白浜地区（小戸）

長谷川美知子さん
（富山地区）
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
、
地
方
公
共

団
体
へ
の
寄
付
金
と
い
う
形
で
表
す
制
度

で
す
。

　

寄
付
を
行
う
と
、
個
人
住
民
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
先
は
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道

府
県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

で
き
、「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」と
い
う
面
に
加

え
、「
好
き
な
地
域
を
応
援
す
る
」と
い
う
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
際
、
次
の
３
つ
の
事

業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
寄
付
金
の
活
用
先
を
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
事
業
別
の
寄

付
件
数
・
金
額
と
事
業
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
25
年
度

ふ
る
さ
と
納
税

１
３
０
万
３
４
２
４
円

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感
謝
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感
謝
し

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感
謝
し

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
感
謝
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

11
件　

１
０
１
万
３
４
２
４
円

・ 

ぜ
ん
そ
く
等
小
児
指
定
疾
患
医
療
費
助
成

事
業

　

子
ど
も
の
慢
性
疾
患
の
う
ち
、
治
療
が

長
期
に
わ
た
り
、
医
療
費
が
高
額
に
な
る

疾
患
に
つ
い
て
、
国
が
医
療
費
の
公
費
負

担
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
制
度
の
対

象
に
な
ら
な
い
人
で
、
市
の
定
め
る
登
録

基
準
を
満
た
す
人
に
、
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

ボランティアによる絵本の読み聞かせ

市民活動発表会のようす

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
ば
と
心
の
成
長
を
願

い
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、

絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
を
伝
え
な
が
ら
、

絵
本
を
手
渡
し
ま
す
。

自
然
環
境
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り
事
業

７
件　

15
万
５
０
０
０
円

・
里
山
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

　

健
全
な
森
林
形
態
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

「
人
と
自
然
の
交
流
の
場
」の
保
全
・
整
備

と
、
景
観
の
向
上
を
目
的
と
す
る
事
業
で

す
。
現
在
、
千
倉
町
川
戸
地
区
、
安
馬
谷

地
区
の
里
山
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
整
備

し
た
里
山
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然
体
験

に
活
用
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

４
件　

13
万
５
０
０
０
円

・
市
民
活
動
応
援
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民

活
動
団
体
か
ら
提
案
事
業
を
募
集
し
、
優

秀
な
提
案
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、
事

業
経
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
補
助
金
と

し
て
交
付
す
る
事
業
で
す
。

　

き
ん
せ
ん
か
レ
デ
ィ
ー　

様（
千
葉
県
）

　

房
総
歌
友
新
風
会　

様（
東
京
都
）

　

川
中　

久
仁
絵　

様（
東
京
都
）

　
（
有
）堀
井
商
店　

様（
千
葉
県
）

　

水
島　

様（
東
京
都
）

　

澤
田　

威　

様（
神
奈
川
県
）

※ 

氏
名
の
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
人
を
公
表

し
て
い
ま
す
。（
寄
付
の
日
付
順
で
掲
載
）

　

企
画
政
策
課　

☎
33
―
１
０
０
１

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
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４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際
し
、

所
得
の
低
い
人
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
臨
時

的
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

支
給
さ
れ
る
給
付
金
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
対
象
者
、
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

給
付
金
は
、
臨
時
的
措
置
な
の
で
給
付

は
１
回
の
み
で
す
。

①　

臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者

・ 

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
南
房

総
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

・ 

平
成
26
年
度
分
市
民
税（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人

※ 

た
だ
し
、
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
の

被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
市

よ
り
申
請
書
を
送
付
し
ま
す（
６
月
下
旬

頃
）。
そ
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類
を
添
え
て
、
同
封
の
封
筒

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、

支
給
・
不
支
給
を
決
定
し
た
後
、
指
定
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
期
間　

７
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

10
月
１
日（
水
）ま
で

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円（
条
件

に
よ
り
加
算
あ
り
）

そ
の
他

　

未
申
告
の
人
は
、
申
告
後
市
民
税（
均
等

割
）が
課
税
さ
れ
な
け
れ
ば
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

対
象
者

・ 

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
南
房

総
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

・ 

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人

※ 

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

お
よ
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
と
な
っ

て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

支
給
対
象
に
な
る
児
童

　

平
成
26
年
１
月
分
児
童
手
当
の
該
当
者

申
請
方
法

　

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
封
の
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
し
た
申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、

支
給
・
不
支
給
を
決
定
し
た
後
、
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
期
間　

６
月
２
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　

９
月
２
日（
火
）ま
で

そ
の
他

　

公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
配
布
さ
れ
た

申
請
書
に
記
入
し
、
支
給
状
況
証
明
書
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
次
の
よ

う
な
お
願
い
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
預
け
払
い
機
）の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と

・ 
手
数
料
な
ど
の
お
金
の
振
り
込
み
を
依
頼

す
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

警
察
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

給
付
金
担
当

　
　

☎
33
―
４
６
３
３

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
、
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
申
請
し
、
認
定
さ
れ
た
場
合
、

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
脱
退

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

現
在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や

健
康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
脱
退
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
る
と
、
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
１
割
に
な
り
ま
す
。（
現

役
並
み
所
得
を
除
く
。）

　

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
保
険

年
金
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
朝
夷
行
政

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

　

年
金
証
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
現

在
加
入
し
て
い
る
保
険
証
、
印
鑑
、
代
理

申
請
の
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類（
免
許
証

や
介
護
保
険
証
な
ど
）

　

保
険
年
金
課　
　

　
　

☎
33
―
１
０
６
０

障
害
の
あ
る
人
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て
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施
設
健
診
は
、
特
定
健
康
診
査（
南
房
総

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
74
歳
以
下
の
人
が
対
象
）の
み
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上

の
人
を
対
象
と
す
る
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
も
実
施
し
ま
す
。

　

総
合
検
診
は
、
８
月
21
日
か
ら
10
月
12

日
ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

施
設
健
診
は
、
総
合
検
診
の
日
程
が
合

わ
な
い
人
、
う
っ
か
り
受
診
し
忘
れ
て
し

ま
っ
た
人
、
今
ま
で
総
合
検
診
を
受
診
し

て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
施
設
健
診
は
、
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
が
ん
検
診
を
希
望

す
る
人
は
、
市
で
実
施
す
る
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
間

　

７
月
１
日（
火
）か
ら
11
月
14
日（
金
）ま

で（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

受
診
期
間

　

７
月
22
日（
火
）か
ら
11
月
28
日（
金
）ま
で

申
し
込
み

　

保
険
年
金
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

施
設
健
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

対
象
者　

南
房
総
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人

利
用
で
き
る
医
療
機
関　

下
記
の
と
お
り

料
金　

８
０
０
円

検
査
内
容　

総
合
検
診
の
集
団
健
診
の
項

目
と
同
じ（
が
ん
検
診
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
）

注
意
事
項　

詳
細
な
検
査
項
目
は
、
貧
血

検
査
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
で
す
が
、

受
診
で
き
る
人
は
医
師
が
判
断
し
た
人
の

み
と
な
り
、
希
望
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
、
か
つ
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
し
て
い

な
い
人

利
用
で
き
る
医
療
機
関　

下
記
の
と
お
り

料
金　

無
料

検
査
内
容　

総
合
検
診
の
集
団
健
診
の
項

目
と
同
じ（
が
ん
検
診
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
）

　

 

　

保
険
年
金
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
６
０

医療機関名 住　　所 電話番号 特定健診 後期高齢者健診

１ 生方内科クリニック 富浦町原岡 874 33-2219 ○ ○

２ 原診療所 富浦町原岡 228-1 33-4065 ○ ○

３ 市立富山国保病院 平久里中 1410-1 58-0301 ○ ○

４ 若林医院 市部 155-12 57-2538 ○ ○

５ 南房総ファミリアクリニック 本織 43-1 20-6171 ○

６ 白浜中央医院 白浜町白浜 2887-1 38-2751 ○ ○

７ 和頴医院 白浜町白浜 2666-3 38-2313 ○ ○

８ 鈴木医院 千倉町白子 1812 44-1010 ○ ○

９ 関谷医院 千倉町北朝夷 310 44-0050 ○ ○

10 七浦診療所 千倉町大川 912-2 40-3330 ○ ○

11 野﨑医院 千倉町北朝夷 2319-1 44-5222 ○ ○

12 松永医院 千倉町平舘 764-1 44-0385 ○ ○

13 青木内科クリニック 安馬谷 2071 46-2012 ○ ○

14 石井クリニック 白子 2131 40-5311 ○ ○

15 中原病院 和田町仁我浦 19-1 47-2021 ○ ○

16 安房地域医療センター 館山市山本 1155 25-5120 ○ ○

南房総市特定健康診査など（施設健診）協力医療機関

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
施
設
健
診

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
の
施

設
健
診
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特定健康診査で、詳細な健診が実施できる基準

項目 備考

貧血検査（ヘマトクリット値・血色素
量及び赤血球数の測定） 貧血の既往歴を有する者または視診等で貧血が疑われる者

心電図検査・眼底検査

前年度の特定健康診査の結果等において血糖、脂質、血圧、腹囲等の
すべての項目について下記の基準に該当した者
血糖：空腹時血糖値が１００㎎ /㎗以上

または、ヘモグロビンA１ｃが５．６％以上（NGSP値）
脂質：中性脂肪が１５０㎎ /㎗以上

または、HDLコレステロールが４０㎎ /㎗未満
血圧：収縮期血圧１３０㎜Hg以上

または、拡張期血圧８５㎜Hg以上
腹囲：男性８５㎝以上　女性９０㎝以上

または、BMI が２５以上

　

が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
全
国
、
県
、
市
と

も
に
死
亡
総
数
の
ト
ッ
プ
で
す
。

　

が
ん
検
診
は「
が
ん
が
あ
り
そ
う（
異
常
あ

り
）」、「
が
ん
が
な
さ
そ
う（
異
常
な
し
）」と
い

う
こ
と
を
判
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
が
ん
が

あ
り
そ
う
」と
さ
れ
る
人
に
精
密
検
査
の
受

診
を
す
す
め
、
早
期
発
見
に
よ
り
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
の
対
象
は
症
状
の
な
い
人
で
す

　

が
ん
検
診
は
、
よ
り
多
く
の
が
ん
を
見
つ

け
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
無
症
状
の
う

ち
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
救
命
で
き
る
が

ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

検
診
の
結
果
、「
要
精
密
検
査
」と
な
っ
た

ら
必
ず
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳

し
い
検
査
を
せ
ず
に
過
ご
す
こ
と
は
せ
っ
か

く
受
け
た
検
診
が
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

禁
煙
や
受
動
喫
煙
の
防
止
・
食
生
活（
減

塩
・
野
菜
を
毎
食
、
適
量
の
飲
酒
）・
定
期

的
な
運
動
の
継
続
な
ど
生
活
習
慣
の
見
直
し

も
、
が
ん
予
防
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

がん検診の流れ

検診を受けて精密検査が必要になったら、必ず医療機関で受診しましょう。
毎年、ご自身のからだの状態を確認しましょう。
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５
月
10
日
、
と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
で

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
の
公
開
審
査
会
が
行
わ
れ
、
次
の
９
団

体
の
活
動
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

大
貫
古
道
で「
フ
ッ
ト
パ
ス
」事
業

　

千
倉
地
区
大
貫
の
小
松
寺
周
辺
の
古
道

や
山
林
を
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
や
里
山
と

し
て
整
備
し
、
案
内
看
板
や
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
作
成
や
ガ
イ
ド
養
成
に
よ
り
地
域
と
の

交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。（
千
倉
地
区
）

野
呂
そ
ば
の
そ
ば
打
ち
体
験
交
流

　

千
葉
在
来
種
の
野
呂
そ
ば
の
栽
培
収
穫

体
験
や
、
親
子
の
そ
ば
打
ち
体
験
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
都
市
と
地
方
の
交

市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す

流
促
進
を
図
り
ま
す
。（
和
田
地
区
）

※ 

年
度
末
ま
で
に
団
体
規
約
を
作
る
こ
と

が
、
採
択
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
と
移
住
促
進
を
目
的
と
し
た

豊
か
な
自
然
の
中
で
の「
居
場
所
」作
り

　

古
民
家
と
菜
園
を
利
用
し
た
移
住
促
進

窓
口
で
の
相
談
対
応
や
、
定
住
促
進
の
た

め
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

農
園
経
営
者
と
と
も
に「
南
房
総
エ
コ
ト

ピ
ア
」ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
食
べ
て
い
け

る
農
業
の
実
現
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て

い
き
ま
す
。（
丸
山
地
区
・
３
年
目
）

「
観
音
山
を
里
山
に
」
〜
環
境
整
備
と
里
山

と
し
て
の
利
用
促
進
〜

　

観
音
山
へ
の
遊
歩
道
整
備
や
草
花
の
植

栽
を
継
続
し
な
が
ら
、
野
草
庭
園
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
く
移

住
し
て
き
た
方
々
を
含
め
た
地
域
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
て
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
行
事

を
実
施
し
ま
す
。（
富
山
地
区
・
３
年
目
）

千
倉
を「
花
と
ハ
ー
ブ
の
ま
ち
」に
！

　

ハ
ー
ブ
に
よ
る
美
容
と
健
康
づ
く
り
や
、

ハ
ー
ブ
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
観
光
ガ
ー
デ
ン
と
し

た
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ブ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
も
始
め

ま
す
。（
千
倉
地
区
・
３
年
目
）

里
山
で
ワ
ク
ワ
ク
小
遣
い
稼
ぎ
事
業

　

安
房
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
沿
い
の
区
共
有

地
に
梅
や
ひ
ま
わ
り
を
植
栽
し
て
景
観
形

成
を
図
り
ま
す
。
展
望
台
を
整
備
し
て
、

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
や
食
用
菜
花
、
椎し

い
た
け茸
を
栽

培
し
て
、
摘
み
取
り
体
験
や
販
売
を
行
い

ま
す
。
今
年
も
、
３
月
中
旬
に「
大
貫
春
菜

ま
つ
り
」を
開
催
し
、
地
域
と
の
交
流
を
促

進
し
ま
す
。（
千
倉
地
区
・
２
年
目
）

高
塚
山
の
眺
望
復
活
事
業

　

漁
民
信
仰
の
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

た
高
塚
山
の
登
山
道
を
整
備
し
、
山
頂
か

ら
の
眺
望
を
復
活
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

案
内
看
板
や
ハ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
と
お

し
て
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交
流
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。（
千
倉
地
区
・
１
年
目
）

※ 

高
塚
山
は
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
伐
採
な
ど
を
す

る
際
に
は
事
前
に
県
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
機
関
に
確
認
を
す
る
こ
と
が
、
採

択
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

冊
子
発
行
と
講
演
会
開
催
に
よ
る
子
ど
も

に
優
し
い
地
域
づ
く
り
事
業
〜
気
に
な
る

子
を
温
か
く
見
守
り
、
育
む
地
域
社
会
〜

　

発
達
障
が
い
児
と
そ
の
家
庭
へ
の
地
域

か
ら
の
理
解
を
啓
発
し
て
い
く
た
め
に
、

団
体
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
歩
み
や
、
親

２
団
体

（
市
民
活
動
の
き
っ
か
け
を
応
援

  

補
助
金
上
限　

５
万
円
）

７
団
体

（
市
民
活
動
の
充
実
発
展
を
応
援

  
補
助
金
上
限　

30
万
円
）

  

大
貫
古
道
の
会

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ふ
ぶ
ん
の
い
ち
計
画

  

ハ
ー
ブ
ち
く
ら

  

高
塚
山
望
活
ク
ラ
ブ

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
ば
こ

  

大
貫
春
菜
会

  

市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

  

ひ
だ
ま
り
の
郷



92014年 6月号　

の
手
記
や
医
療
・
教
育
分
野
の
専
門
識
者

の
コ
ラ
ム
な
ど
を
掲
載
し
た
冊
子
を
作
り
、

刊
行
に
あ
わ
せ
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
三
芳
地
区
・
２
年
目
）

『
南
房
総
さ
ざ
な
み
映
画
祭
』

　

南
房
総
地
域
で
市
民
参
加
型
の
映
画
祭

を
開
催
し
ま
す
。
映
画
製
作
者
向
け
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
撮
影
誘
致
や

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
と
い
っ
た
支
援
を
推
進

し
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
エ
キ
ス
ト
ラ
の
登

録
や
講
習
会
・
講
演
会
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。（
富
山
地
区
・
１
年
目
）

※ 

団
体
関
係
者
や
映
画
に
興
味
の
あ
る
人

以
外
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て
活

動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
採
択
の
要

件
と
な
り
ま
す
。

・ 

今
年
で
８
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
、
持
続
可
能
な
活
動
の

た
め
の
し
か
け
づ
く
り
や
プ
レ
ゼ
ン
の

技
術
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

・ 

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
り

良
く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
で
し
た
。

・ 
南
房
総
市
ら
し
い
地
域
性
と
テ
ー
マ
を

感
じ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
市
民
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・ 

団
体
同
士
の
交
流
の
場
づ
く
り
も
必
要

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
つ
特
性
を

生
か
し
合
う
よ
う
、
交
流
と
連
携
が
進

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま

す
。

・ 

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
と
も
連
携

し
て
い
く
団
体
が
増
え
て
く
る
よ
う
に

な
る
と
、
南
房
総
市
ら
し
い
取
り
組
み

が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
協
働
課

　
　

☎
33
―
１
０
０
５

安
房
３
市
１
町
×
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
主

催
の
就
職
相
談
会

　

南
房
総
市
・
館
山
市
・
鴨
川
市
・
鋸

南
町
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山
が
連
携
し
、

「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
in
た
て
や
ま
」を
開
催

し
ま
す
。

　

８
社
程
度（
予
定
）の
企
業
担
当
者
に
よ

る
自
社
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
の
後
、
各
企
業

ブ
ー
ス
で
質
問
会
お
よ
び
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
別
室
で
の
個
別
質
問
や
希
望
者
の

採
用
面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

に
対
し
、
各
企
業
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も

ら
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
と
ら
わ
れ
な

い
、〝
働
き
た
い
企
業
〞探
し
を
し
て
も
ら
う

た
め
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

と
き　

７
月
９
日（
水
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
一
集
会
室
・
展
示
室
ほ
か

対
象
者　

地
元
で
就
職
を
希
望
し
て
い
る
15

歳
以
上
の
人（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

40
人
程
度（
要
予
約
・
先
着

順
）

募
集
期
間　

６
月
16
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　

７
月
８
日（
火
）ま
で

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法　

申
込
書
は
商
工
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
は
、

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
性

別
、
⑤
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

参
加
企
業　

後
日
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
掲
載
予
定
。

「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
in
た
て
や
ま
」と
は
？

　

地
元
で
就
職
を
希
望
し
て
い
る
離
職
者

や
転
職
者
と
地
元
企
業
と
の
出
会
い
を
創

出
し
、
南
房
総
地
区
の
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
実
績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

 

　

商
工
課

　
　

 　

☎
33
―
１
０
９
２

　
　

 　

FAX 

20
―
４
２
３
０

E
メ
ー
ル

shoko@
city.m

inam
iboso.chiba.jp

市民活動団体の公開プレゼンテーションの様子

  

南
房
総
フ
ィ
ル
ム
ロ
ケ
ッ
人

  

審
査
会
か
ら
の
講
評

見
て
、
聞
い
て
、
納
得
で
き
る

お
仕
事
探
し

〜
「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
in

　

た
て
や
ま
」を
開
催
！
〜



10 2014年 6月号

     情
報
公
開
制
度

　
　

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度

　

開
か
れ
た
、
市
民
参
加
の
市
政
を
進
め

る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

市
民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
市
が
保

有
す
る
文
書
を
原
則
公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
民
の
権
利
と
利
益
を
保
護
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報（
本
人
の
情
報

に
限
る
）に
つ
い
て
、
見
た
り
、
誤
り
を
訂

正
す
る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

行
政
資
料
公
開
コ
ー
ナ
ー

　

市
役
所
本
館
１
階
に
、
行
政
資
料
公
開

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

動
物
も
家
族
の
一
員
で
す

・ 

動
物
を
飼
う
前
に
、
最
後
ま
で
飼
う
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
家
族
で
よ
く
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

子
犬
、
子
猫
を
む
や
み
に
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
不
妊
去
勢
措
置
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。

飼
っ
て
い
る
動
物
が
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・ 

飼
い
犬
は
、
首

輪
な
ど
に
登
録

鑑
札
と
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票

を
必
ず
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・ 

動
物
か
ら
う
つ
る
感
染
症
を
予
防
す
る

た
め
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は
控
え
、
動

物
に
さ
わ
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

・ 
放
し
飼
い
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・ 
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
短
い
引
き

綱
で
行
い
、
公
の
場
所
や
人
の
敷
地
内

で
排は

い
せ
つ泄
さ
せ
る
な
ど
の
迷
惑
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

・ 

飼
っ
て
い
る
動
物
の
糞
尿
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
の
計
画
、
刊
行
物
、
資
料
、
県
報
、

町
史
、
辞
典
な
ど
各
種
資
料
が
自
由
に
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

総
務
課　

☎
33
―
１
０
２
１

行政資料公開コーナー

実施機関 請求
件数

処理状況
異議申立

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　長 １０ ５ ４ ０ １ ０ ０
農業委員会 １ １ ０ ０ ０ ０ ０
合　　計 １１ ６ ４ ０ １ ０ ０

実施機関 請求
件数

処理状況
異議申立

全部開示 部分開示 非開示 不存在 却下など
市　　長 ４ ２ ２ ０ ０ ０ ０
合　　計 ４ ２ ２ ０ ０ ０ ０

情報公開制度の運用状況（平成25年度）

個人情報保護制度の運用状況（平成25年度）

６
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
で
す

６
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
で
す

・ 

猫
は
、
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

 

猫
に
よ
る
他
人

へ
の
迷
惑
を
防

止
で
き
、
病
気

や
交
通
事
故
な

ど
か
ら
猫
を
守

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で面

倒
を
見
ま
し
ょ
う

・ 

や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
ど
う
し
て

も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い

飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
見
つ
か

ら
な
い
場
合
で
も
、
絶
対
に
動
物
を
捨

て
ず
に
、
保
健
所
な
ど
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 　

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
安

房
保
健
所
か
環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
安
房
保
健
所
）

　
　

☎
22
―
４
５
１
１

　
　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
４
７
６
―
93
―
５
７
１
１

　
　

環
境
保
全
課

　
　

☎
33
―
１
０
５
３
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児 

童 

手 

当 

制 

度

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
、
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
対
象

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
中
学
校
修
了
前

（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

支
給
額

・
３
歳
未
満

　
　

一
律　

１
万
５
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　

第
１
子
・
第
２
子　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降　

１
万
５
０
０
０
円

　

中
学
生

　
　

一
律　

１
万
円

支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10
月
、
２

月
の
10
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が

支
給
さ
れ
ま
す（
10
日
が
土
・
日
・
祝
日

の
場
合
は
、
直
前
の
平
日
に
支
給
さ
れ
ま

す
）。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

　

所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
を
上
回
る
人

の
支
給
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
月
額

５
０
０
０
円
で
す
。

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

扶養親族
などの人数 所得制限限度額 給与所得者の収入額の目安

０人 ６２２万円 ８３３万３０００円

１人 ６６０万円 ８７５万６０００円

２人 ６９８万円 ９１７万８０００円

３人 ７３６万円 　　　 ９６０万円

４人 ７７４万円 １００２万１０００円

５人 ８１２万円 １０４２万１０００円

所得制限限度額

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状

況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件（
児
童
の
監
護
、

生
計
同
一
関
係
な
ど
）を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

出
生
や
転
入
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　

申
請
が
必
要
で
す

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
や
、
ほ
か

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
場
合
は
、

15
日
以
内
に
社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に

認
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
と
し
て
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分

の
手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

公
務
員
は
、
勤
務
先
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
者
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
振
込

先
の
通
帳（
申
請
者
名
義
の
も
の
）、
市
区

町
村
長
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書（
平
成
26
年
１
月
１
日
に
南
房
総
市
に

住
所
が
な
い
人
の
み
）

　

社
会
福
祉
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
３

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
世
帯
全

員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
な
ど
の
人
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
、「
負
担
限
度
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
・
居
住
費（
滞
在
費
）

に
該
当
す
る
費
用
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
６
月
30
日
で

す
。
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

６
月
下
旬
に
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
る
の
で
、

引
き
続
き
認
定
を
受
け
た
い
場
合
は
、
必

ず
７
月
中
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

健
康
支
援
課　

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は

６
月
30
日
で
す
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　環境省では、6月を「環境月間」とし、環境問題に対する皆さんの理解と関心を深め、積極的に環
境保全に関する活動を行うよう呼び掛けを行っています。環境問題は、私たちの日常生活や事業活動
が要因となる部分も多く、それを防ぐのも私たち一人ひとりの取り組みが重要といえます。
　ふだんの暮らしの中で、自分でできる「環境にやさしい運動」を実践しましょう。

　6月 21日 (土 )、7月 7日 (月 )両日の午後 8時から午後10時までの2
時間を特別実施日として設定し、全国のライトアップ施設や各家庭のあかり
のライトダウンを通じ、より一層の温室効果ガスの削減を呼び掛けます。
　市では、道の駅 (白浜野島崎を除く )や野島埼灯台などの施設で、ライト
ダウンを行います。

　環境省では2003年より地球温暖化防止のためライトアップ施設の消灯
を呼び掛ける「CO2 削減 /ライトダウンキャンペーン」を実施しています。
　みなさんの家庭や職場でも、期間中に使っていない照明を消して、ライ
トダウンキャンペーンに参加してみませんか。

６月は環境月間です

家庭や事業者などから出された可燃ごみの量（平成25年度）

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　優良賞
　　　　　　　　 千倉中学校３年　野村　蒼太さんの作品
＜標語の趣旨＞ 山にゴミを捨てれば、それはずっと残り、また他の人が捨て．．．．．．
いつかはゴミの山になる。

【富浦・富山・三芳地区】

鋸南地区環境衛生組合
（大谷クリーンセンター）

4,527ｔ
（前年度　4,458ｔ）

【千倉・丸山・和田地区】

千倉清掃センター
5,900ｔ

（前年度　5,261ｔ）

【白浜地区】

白浜清掃センター
2,034ｔ

（前年度　1,922ｔ）

平成２５度　速報値
可燃ごみ総量 12,461ｔ
（前年度 11,641ｔ）

夏至ライトダウン クールアース・デー ライトダウン

6月21日 ( 土 ) 午後 8時から午後10時まで 7月7日 ( 月 ) 午後 8時から午後10時まで

6月21日(土)
から

7月7日(月)
まで
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消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

し
ま
し
ょ
う
。 

　

疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
市

消
費
者
相
談
窓
口
や
県
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
真
珠
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
購
入
し
た
が
、
届
い
た

物
は
テ
レ
ビ
で
見
た
も
の
と
見
栄
え
が

違
っ
て
い
る
。
値
段
ほ
ど
の
価
値
は
無

い
よ
う
に
思
え
る
の
で
返
品
し
た
い
。

　

布
団
用
掃
除
機
を
購
入
し
た
が
、
フ
ィ

ル
タ
ー
の
カ
バ
ー
が
硬
す
ぎ
て
開
け
る
時

に
指
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
重

い
の
で
返
品
し
た
い
の
だ
が
、
業
者
は
一

度
電
気
を
通
し
た
も
の
は
返
品
を
受
け
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　

自
宅
で
手
軽
に
買
い
物
で
き
る
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返
品
の
可
否
な

ど
重
要
な
事
項
の
表
示
時
間
が
短
く
、

わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信

販
売
で
は
、
事
業
者
が
返
品
の
可
否
や

返
品
期
限
に
関
す
る
特
約
を
設
け
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
特
約
が
な
い
場
合
は
、
受
け

取
っ
た
日
か
ら
数
え
て
8
日
以
内
で
あ

れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。 

　

印
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
商
品
の

使
い
方
」「
使
用
上
の
制
限
」「
返
品
で
き

る
か
」な
ど
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
注
文

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
返
品
に
つ
い
て

消
費
相
談
窓
口
か
ら

なんでもアリサ！⑨
サンフランシスコ・プライド祭 San Francisco Pride Celebration

　サンフランシスコには、昔からさまざまな背景をもつコ
ミュニティーが集まっていますが、LGBT（レズビアン・
ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）コミュニ
ティーも盛んです。
　
　自らゲイと公表したハーベイ・ミ
ルクが、１９７７年に市会議員に当
選したり、２００４年に同性結婚許
可証を発行するなど、サンフランシ
スコは長い間 LGBTコミュニティー
を後援してきました。しかし、残念
ながらミルク氏の暗殺や、一旦カリ
フォルニア州法で同性結婚が禁止さ
れるなど、LGBTコミュニティーを
迫害することも起こってきました。
　
　そんな中、「世界に周知し、我々の
伝統や文化を祝い、人々を自由にす
る」ことを目的に毎年６月に LGBTコミュニティーのお祭
り「サンフランシスコ・プライド」が行われます。私もどん
な背景をもつ人も自由に自分の文化を祝えるような社会
になることを願っています。

　San Francisco has historically been home to a great number 
of communities from various backgrounds, including a thriving 
LGBT (lesbian, gay, bisexual, and transgender) community.

 
　For a long time, San Francisco has 
shown support for the LGBT community, 
through events such as the election of 
openly gay Harvey Milk as a city supervisor 
in 1977 and the issuing of same-sex 
marriage l icenses starting in 2004. 
Unfortunately, there have also been events 
that oppressed the LGBT community, such 
as the later assassination of Milk, and 
the one-time ban on same-sex marriage in 
California state law.
 
　Throughout all these events, the “San 
Francisco Pride Celebration” has been 
held every June in order “to educate the 

world, commemorate our heritage, celebrate our culture and 
liberate our people” of the LGBT community.  I also hope that 
our society will become a place where people of all backgrounds 
will become equally free to celebrate their culture.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

結婚をお祭りで記念する２人 
 A couple celebrating their 
marriage at the festival
(2008, sfpride.org)

お
電
話

く
だ
さ
い
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狩猟免許試験日程

初心者狩猟講習会日程

狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び
初
心
者
狩
猟
講
習
会

来
年
度
に
設
置
を
希
望
す
る
有
害
獣
防
護
柵
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

 

　

県
安
房
地
域
振
興
事
務
所

　
　
　

 

☎
22
―
７
１
１
１

　

 

　

県
猟
友
会

　
　
　

 

☎
０
４
３
―
２
２
２
―
６
０
３
３

申　請　期　間 試　験　日 ところ

第 1回 6月　2日（月）～ 6月　9日（月） 6月22日（日）
8:30
～
16:30

県射撃場
（市原市）

第 2回 7月28日（月）～ 8月　4日（月） 8月17日（日）

第 3回 11月14日（金）～ 11月21日（金） 12月6日（土）※

第 4回 平成27年1月14日（水）～ 1月21日（水） 平成27年2月4日（水）

※第３回の試験は、わな猟免許のみです。

申込期日　６月２日（月）から開催日の５日前まで

と　き ところ

第１回 6月15日（日）
8：30
～

17：00

県射撃場
（市原市）

第２回 8月10日（日）

第３回 11月29日（土）

第４回 平成27年1月28日（水）

試
験
・
講
習
会
費
用
の
助
成

　

新
規
に
狩
猟
免
許（
わ
な
猟
の

み
）を
取
得
し
、
有
害
鳥
獣
対
策

協
議
会
に
加
入
予
定
の
人
に
取
得

経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

 

　

農
林
水
産
課　

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
７
１

補
助
要
件

・ 

耕
作
者
が
３
人
以
上
の
連
続
す

る
一
団
の
農
地
で
あ
る
こ
と
。

・ 

１
か
所
の
柵
設
置
延
長
が
、

１
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

※ 

過
去
に
、
国
・
県
・
市
の
補
助

を
受
け
、
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
な
い
農
地
へ
の
設
置
や
、

自
費
購
入
柵
に
は
補
助
で
き
ま

せ
ん
。

助
成
内
容

・ 

防
護
柵
の
材
料
を
支
給
し
、
設

置
は
各
自
。

・ 

補
助
要
件
を
満
た
す
場
合
、
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

　

農
業
実
行
委
員
会
議
で
配
布
す

る「
有
害
獣
防
護
柵
申
請
書
」に
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
30
日（
月
）

　

 

　

農
林
水
産
課　

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
７
１

市
単
独
事
業
で
防
護
柵
の
設
置

を
支
援
し
ま
す

　

３
人
以
上
の
連
続
す
る
農
地
へ

の
防
護
柵
事
業
の
ほ
か
に
、
１
戸

で
も
設
置
が
可
能
な
市
単
独
事
業

で
防
護
柵
の
材
料
費
を
助
成
し
ま

す
。

補
助
要
件

・ 

１
か
所
の
柵
設
置
延
長
が
、

１
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
農
地

で
あ
る
こ
と
。

・ 

平
成
26
年
度
分
は
、
防
護
柵
の

設
置
が
平
成
27
年
２
月
28
日
ま

で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
。

・ 

過
去
に
、
国
・
県
・
市
の
補
助

を
受
け
、
耐
用
年
数
が
経
過
し

て
い
な
い
農
地
へ
の
設
置
に
は

補
助
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

防
護
柵
の
購
入
先
は
、
市
内
に

本
支
店
が
あ
り
、
店
舗
住
所
地

の
領
収
書
が
発
行
で
き
る
業
者

で
あ
る
こ
と
。

助
成
内
容

・ 

基
準
単
価
の
２
分
の
１
ま
た
は

材
料
費
の
２
分
の
１
の
ど
ち
か

低
い
額
を
補
助
。
設
置
は
各
自
。

申
込
方
法

　

防
護
柵
を
購
入
、
設
置
す
る
前

に
計
画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

計
画
書
用
紙
は
農
林
水
産
課
な
ど

に
あ
り
ま
す
。

　

 

　

農
林
水
産
課　

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
７
１

　

年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
平
成

25
年
度
の
概
算
保
険
料
を
精
算
す

る「
確
定
申
告
」と
、
平
成
26
年
度

の
見
込
み
保
険
料（
概
算
保
険
料
）

を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

　

申
告
・
納
付
は
、
労
働
基
準
監

督
署
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
を
通

じ
て
お
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　

保
険
料
の
申
告
は
電
子
申
請
、

納
付
は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
便
利
で
す
。

　

労
働
保
険
、
年
度
更
新
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
労
働
局

　
　

労
働
保
険
徴
収
課

　

 

☎
０
４
３
―
２
２
１
―
４
３
１
７

年
度
更
新
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

http://chiba-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/new

s_topics/
topics/2012/20120413.htm

l

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
お
早
め
に　

〜
期
間
は
６
月
１
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で
〜
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は

　

市
政
な
ど
の
方
針
を
決
定
す
る
前
に
、
案

件
を
市
民
に
公
表
し
、
一
定
の
期
間
、
意
見

や
要
望
を
募
集
す
る
制
度
で
す
。

　

募
集
期
間
中
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
ま
す
の
で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

平
成
26
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

し
て
意
見
を
募
集
す
る
案
件
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

第
3
期
南
房
総
市
行
政
改
革
推
進
計
画
・

財
政
健
全
化
計
画

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
南
房
総
市
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
行
政
改
革
推

進
と
財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画

募
集
期
間　

11
月
13
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　

12
月
12
日（
金
）ま
で

　

行
革
財
政
課　

☎
33
―
１
０
２
２

第
2
次
南
房
総
市
障
害
者
計
画
・
障
害
福

祉
計
画（
第
4
期
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
を
定
め
る
中
長
期
的
な「
障
害
者
計
画
」

と
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
確
保
に
関
す
る

事
項
を
定
め
た「
障
害
福
祉
計
画
」を
一
体
的

に
定
め
た
計
画

募
集
期
間　

平
成
27
年
1
月
中（
予
定
）

　

社
会
福
祉
課　

☎
36
―
１
１
５
１

南
房
総
市
第
7
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第

6
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
高

齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画

募
集
期
間　

平
成
27
年
1
月
13
日（
火
）か

ら
2
月
13
日（
金
）ま
で（
予
定
）

　

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

南
房
総
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画

　

政
府
・
県
行
動
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実

施
に
係
る
基
本
的
な
方
針
等
を
定
め
る
計
画

募
集
期
間　

6
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
　

7
月
中
旬
ま
で（
予
定
）

　

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

南
房
総
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画（
素
案
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
教
育
・

保
育
及
び
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供

体
制
の
確
保
方
策
等
に
関
す
る
計
画

募
集
期
間　

12
月
中（
予
定
）

　

子
ど
も
教
育
課　

☎
46
―
２
９
６
６

　

補
正
予
算
第
１
号
・
第
２
号
が
、
議
会
５

月
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額

は
、
２
２
１
億
９
７
１
０
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
内
容

第
１
号（
２
７
７
０
万
５
千
円
）

　

公
共
工
事
の
労
務
単
価
改
正
な
ど
に
よ
り

予
算
が
不
足
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費

を
追
加

第
２
号（
２
７
３
９
万
６
千
円
）

　

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
に
よ
り
、
倒
壊
し

た
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
撤
去
費
や

再
建
費
用
の
支
援
を
行
う
た
め
、
新
た
な
補

助
金
を
創
設

　

行
革
財
政
課　

　
　

 

☎
33
―
１
０
２
２

と
き　

10
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

※ 

試
験
会
場
は
、
受
験
票
に
記
載
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

対
象　

医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
の
有
資
格

者
な
ど
で
、
一
定
期
間
以
上
の
実
務
経
験
の

あ
る
人

申
し
込
み　

県
社
会
福
祉
協
議
会
に
簡
易

書
留
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
健
康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
23
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

　

 

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

 

介
護
支
援
専
門
員
養
成
班

　
　
　

 

☎
０
４
３
―
２
０
４
―
１
６
１
０

　

http://w
w
w.chibakenshakyo.com

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
・
第
２
号
）が

可
決
。

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験



16 2014年 6月号

個
人
優
秀
賞

指
揮
者　

第
６
支
団　

平
井
良
治

１
番
員　

第
６
支
団　

加
藤
大
輔

２
番
員　

第
４
支
団　

里
見
辰
徳

３
番
員　

第
６
支
団　

石
井
健
二

３
番
員　

第
６
支
団　

矢
部
一
幸

　

海
抜
が
４
・
０
ｍ
と
低
か
っ
た

第
４
支
団（
白
浜
地
区
）第
３
分
団

の
詰
所
が
、
海
抜
16
・
０
ｍ
の
市

所
有
地（
白
浜
小
学
校
西
側
）に
移

転
を
し
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
福
祉
大
相
撲
館
山

場
所
実
行
委
員
会（
委
員
長　

福

岡
信
治
さ
ん
）か
ら「
市
の
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
20
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
富
浦
中
学
校
で
、

第
９
回
南
房
総
市
消
防
操
法
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
７
支
団
が
参
加
し
、
第
６

支
団
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

第
６
支
団
は
、
６
月
22
日（
日
）

に
旧
保
田
小
学
校
で
行
わ
れ
る
、

第
33
回
安
房
支
部
消
防
操
法
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

総
合
順
位

最
優
秀
賞   

第
６
支
団（
丸
山
地
区
）

優
秀
賞　
　

第
５
支
団（
千
倉
地
区
）

優
良
賞　
　

第
４
支
団（
白
浜
地
区
）

有料広告

 

社
会
福
祉
へ
寄
付

 

海
抜
の
低
い
消
防
団
詰

所
を
移
転
し
ま
し
た

6月の6月の
 

第
９
回
南
房
総
市
消
防

操
法
大
会

 

住
宅
耐
震
相
談

む
り
ょ
う
そ
う
だ
ん

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

　

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
耐
震

性
の
相
談
。
要
予
約
。

と
き　

７
月
６
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時

と
こ
ろ　

丸
山
公
民
館

　

　

管
理
課

　
　
　

 

☎
33
―
１
１
０
２

目録を手渡す福岡委員長（中央）

最優秀賞の第6支団

新しい第4支団第3分団詰所



172014年 6月号　

と
き　

７
月
12
日（
土
）

　
　
　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
　
　

 （
受
付 

午
前
11
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

茂
原
市　

茂
原
市
民
室

（
茂
原
市
道
表
１
番
地
）　

内
容　

補
装
具
展
示
相
談
会
・
講
演

「
最
近
の
直
腸
手
術
の
動
向　

よ

り
快
適
な
生
活
を
目
指
し
て
」千

葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科

臨
床
検
査
部
長　

滝
口
伸
浩
さ
ん

「
ス
ト
ー
マ
装
具
の
交
換
に
つ
い

て（
よ
り
安
全
に
介
助
者
と
協
働

す
る
に
は
）」千
葉
県
循
環
器
病
セ

ン
タ
ー　

皮
膚
・
排は

い
せ
つ泄
ケ
ア
認
定

看
護
師　

鈴
木
由
加
さ
ん

対
象
者　

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工

肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
増
設
者
）

お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
従

事
者
、
担
当
職
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

費
用　

無
料

　

 

　

公
益
社
団
法
人
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支
部

お
し
ら
せ

　

富
浦
町
原
岡
の
興こ

う

禅ぜ
ん

寺じ

に
立
つ
、
戦
国
大
名
里
見
義
弘
の
正
室
・

靑し
ょ
う
が
く
に

岳
尼
供
養
塔
に
ま
つ
わ
る
話
で
す
。

　

弘
治
二
年（
一
五
五
六
年
）義
弘
は
、
宿
敵
北
条
氏
を
懲
ら
し
め
る

た
め
、
三
浦
の
城
ケ
島
を
攻
略
し
、
勢
い
に
乗
じ
て
鎌
倉
ま
で
攻
め

入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
、
鎌
倉
円え
ん
が
く
じ

覚
寺
系
の
尼
寺
大た

い
へ
い
じ

平
寺
か

ら
、
若
く
て
美
し
い
住
職
靑
岳
尼
を
連
れ
て
帰
り
正
室
に
し
ま
し

た
。
戦
国
武
将
の
豪
快
さ
が
し
の
ば
れ
ま
す
が
、
実
は
義
弘
と
靑
岳

尼
は
、
幼
な
じ
み
の
友
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　

靑
岳
尼
は
天
文
七
年（
一
五
三
八
年
）の
第
一
次
市
川
国こ
う
の
だ
い

府
台
合
戦

で
、
北
条
勢
に
敗
れ
て
戦
死
し
た
小お
ゆ
み弓

御
所（
下
総
浜
野
）足
利
義
明

の
遺
児
で
、
国
府
台
敗
戦
の
と
き
、
小
弓
か
ら
家
臣
に
伴
わ
れ
て
逃

れ
、
一い
っ
と
き時

房
州
の
里
見
義よ

し
た
か堯（

義
弘
の
父
）の
も
と
に
、
身
を
寄
せ
た

こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

靑
岳
尼
は
還げ
ん
ぞ
く俗

し
て
義
弘
の

正
室
に
な
り
、
御
仲
は
な
は
だ

睦
ま
じ
く
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

若
く
し
て
こ
の
世
を
去
り
ま
し

た
。

　

本
名
も
、
死
亡
年
月
日
も
不

明
で
す
が
、
法
名
は
智ち
こ
う光

院い
ん
で
ん殿

洪こ
う
が
く
ぼ
ん

獄
梵
長ち

ょ
う
だ
い
し

大
姉
と
い
い
ま
す
。

興
禅
寺
は
靑
岳
尼
の
菩
提
寺
で

し
た
。

第 98話
生稲謹爾

「靑岳尼」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

 

第
３
回
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会
」

　

 

☎
０
４
３
―
３
０
９
―
７
５
７
１

（
月
・
火
・
金
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
「
海
女
ま
つ
り
×
ま
る
グ
ル
」

の
前
に
南
房
総
白
浜
で
ゴ
ミ
拾

い
を
行
い
ま
す
。

と
き　

６
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時　

集
合

　
　
　

午
前
10
時　

ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　

野
島
埼
灯
台
前
広
場

そ
の
他　

ゴ
ミ
拾
い
参
加
者
全

員
に
県
内
24
店
舗
の
カ
ラ
オ
ケ

店
で
使
え
る
ま
る
ご
み
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

ゴ
ミ
拾
い
終
了
後
に
は
、「
海

女
カ
レ
ー
試
食
会
」を
行
い
ま

す
。
１
皿
２
０
０
円
で
試
食
で

き
ま
す
。

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　

 

☎
33
―
１
０
９
１

 

ま
る
ご
み
‘
14 

in

南
房
総
白
浜　

開
催
！

総人口（－７）
41,357人
男（－2）
19,809人
女（－5）
21,548人
世帯数（+15）
17,338世帯

出生 17人

死亡 52人

転入 83人

転出 55人

人口の動き
（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

（平成26年6月1日現在）

昨年の様子



18 2014年 6月号

　

私
た
ち「
三
芳
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」は
、
昭
和
54
年
４
月
に

発
足
。
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
い
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
。
と
い
う

子
ど
も
を
育
て
る
」指
導
理
念
。
そ
し
て
◎
個
人
の
ボ
ー
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
技
術
を
高
め
る
。
◎
判
断
力
を
つ
け
る
。

◎
自
主
性
を
も
た
せ
る
。
◎
あ
い
さ
つ
、
礼
儀
を
身
に
つ
け

る
。
◎
仲
間
を
大
切
に
。
と
い
う
指
導
方
針
を
掲
げ
、
６
人

の
コ
ー
チ
の
も
と
、
三
芳
内
外
の
幼
、
小
学
生
40
人
の
ク
ラ

ブ
員
が
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　

試
合
は
、
学
年
別
合
わ
せ
て
年
間
約
25
試
合
。
仲
間
と
青

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
身
を
包

み
、
勝
負
の
重
み
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
の
楽
し
さ
と
難
し
さ

を
心
身
と
も
に
学
び
成
長
し

て
い
ま
す
。

　
「
三
芳
Ｓ
Ｃ
」は
、
ク
ラ
ブ

員
随
時
募
集
中
で
す
。

　

練
習
は
、
三
芳
中
体
育
館

お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
金
曜

日
の
午
後
７
時
30
分
か
ら
午

後
９
時
ま
で
、
三
芳
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
。

そ
れ
ぞ
れ
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
学
、
体
験
入
部
も
大
歓
迎
で
す
！
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
。

　

皆
で
待
っ
て
ま
す
。

　

代
表　

田
村
隆
則

　
　

☎
０
９
０
―
２
４
２
２
―
１
２
３
８

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
６
月
号

平
成
26
年
６
月
12
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

秘
書
広
報
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

〜
三
芳
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
〜

代
表　

田
村
隆
則　

会
員
40
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

結成35年を迎えた三芳ＳＣ

1号　10,290円 /月
料金割引　5％～最大20％OFF

広告募集中

※　3か月連続で5％割引
※　10か月～12か月連続で20％割引
　　お申し込みは秘書広報課にお願いします。
　　  33－ 1002


